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設置状況は表 1 のとおりである（2）. 
表 1 連携型中高一貫校の設置状況 
管内 連携高等学校等 連携中学校等 
胆振 鵡川高校 鵡川中学校 
日高 えりも高校 えりも中学校 
上川 上川高校 上川中学校 
ｵﾎｰﾂｸ 湧別高校 上湧別中学校・湧別中学校 
ｵﾎｰﾂｸ 湧別高校 芭露学園（義務教育学校） 
十勝 鹿追高校 鹿追中学校・瓜幕中学校 
十勝 広尾高校 広尾中学校 
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  ・中高一貫教育推進委員会（年 9 回） 
  ・中高一貫教育合同推進会議・交流会（年 2回） 
②教育活動の連携 
  ・教科指導 
   高校から中学校への授業支援 
    5教科（国・数・英・理・体）延べ 32 回 
   中学校から高校への授業支援 
    2教科（国・体）延べ 7回 
   中高一貫教育講師による高校での授業 
    芸術（音楽・美術各 2 単位） 
   声楽鑑賞授業（中学校全校生徒・高校 1年生の       
選択者） 
  ・総合的な学習の時間,特別活動等 
    地域産業体験（高校 2 年生・中学 1年生） 
    合同宿泊研修（高校 1 年生・中学 2年生） 
    探究活動報告会（高校全校生徒・中学 2年生） 
     中高合同ミーティング（中高生徒会） 
      進路講話（中学 3年生・中高の卒業生） 
    学校祭（中学校・高校それぞれへの参加） 
    中高一貫教育講演会（中学・高校全学年） 
    健康講演会（中学 3 年生・高校 2 年生合同,
高校 1年生,高校 3年生,中学 1年生,中学 2
年生） 
    中学校進路啓発学習（中学 3 年生・高校教諭） 
    職業ガイダンス（中学 2年生・高校 1年生・ 
     高校 2 年生） 
    環境学習発表会（中学 2年生・高校全校生徒） 
    スキー授業への相互派遣（中学校・高校各回） 
③地域との連携 
  ・シャトルバスネイチャーガイド 
  （中学校と高校の希望生徒） 
  ・北海道音楽大行進,定期演奏会 
  （吹奏楽部・音楽同好会） 
 ・花壇作り 
 （ボランティア部等） 
  ・交通安全キャンペーン 
   （中高ボランティア部等） 
  ・上川町民文化祭 
   （中学校吹奏楽部・高校音楽選択者等） 
  ・除雪ボランティア 
   （中高生徒会・有志等） 
  ・中高一貫教育報告会 






























































































































































































 学校経営の観点からは 3学級（各学年 1 学級）体
制の完成を見越しての人事構想と人事異動計画の
策定や,校務分掌体制の再構築,カリキュラム・マネ
ジメントの観点からは特に教育課程の見直し,習熟
度別学習指導体制の見直しなど，教育活動の実施形
態や実施方法等についても選択と集中という視点
から見直す必要が生じてきた. 
 学校を取り巻く環境から見るならば,人口減少社
会到来の下,地域の活性化や教育の機会を維持する
ため,地元の高等学校に期待される役割はこれまで
以上に大きいものとなっている（6）. 
 「ピンチはチャンス」という言葉もあるとおり,
上川高校としてはこれまで一学年2学級を維持する
ために費やしてきたエネルギーを一学年 1学級の教
育活動の充実に注力する学校経営に転換するとと
もに,中高一貫教育導入時と同様,教職員と生徒が
地域住民の理解と協力を得ながら,一丸となって地
域とともにある上川高校を創りあげていくチャン
スと捉えて新たな段階に進むことが求められてい
る. 
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